
同郷の白瀧幾之助の世話がきっかけで黒田清輝の門下と

なり湯浅一郎らの指導をうけ、１９０１（明治３４）年

には東京美術学校西洋画科に入学しました。同級には青

木繁がいました。

美術学校卒業後の和田の活躍はめざましく、１９０５

（明治３８）年、白馬会展で「牧場の晩帰」が白馬賞、

２年後の第１回文展で代表作とされる「南風」が最高の

二等賞、続いて第２回展でも二等賞をうけ無鑑査となり

ました。１９０９（明治４２）年には文部省より美術留学生として渡欧し、油彩画と

工芸図案を研究しています。

帰国後は文展の審査員などを務め、帝展、日展に出品を続け、日本画、染色、図案、

色彩研究、映画の色彩デザイン担当など幅広い分野で活動を展開しました。

特に染色関係ではインドおよびインドシナに興味を示し、晩年には日本画の制作が

目立ちますが、和田のこうした生きざまは、明治以降、油彩画との葛藤を続けた日本

人画家の一つの帰結であったのかも知れません。

（「たんようギャラリー」平成１６年掲載ギャラリーをクリックいただくと、当金庫所

蔵作品がご覧いただけます。）

▉ 青山熊治（１８８６年～１９３２年）

兵庫県朝来市生野町に生まれました。少年時に画家を志

して故郷を出、一時大阪で自活しますが、上京して「白馬

会」に席をおき、洋画家高木背水に師事しました。

明治３７年東京美術学校西洋画科専科に入学。上京の前後

には白瀧幾之助や和田三造が同郷の先輩として手助けをし

ています。

また、在学中に発表した「老抗夫」が、東京府勧業博覧

会で二等賞を受賞し、一躍注目されました。

当時の主だった展覧会で受賞後、１９１４（大正３）年から約９年間にわたりモス

クワ、パリとヨーロッパ各地を巡り絵画の世界に没頭しました。

日本に帰ってからは、帝展など審査員をつとめながら、１９２６（大正１５）年、

第７回帝展特選受賞など、多くの傑作を創作し続けていました。

１９３２（昭和７）年、兄を見舞いに帰郷していた折、突然４８歳で急逝してしま

いました。作風は、ヨーロッパ、特にルノワールやセザンヌから強く影響を受けてい

ます。

（「たんようギャラリー」平成２１年掲載ギャラリーをクリックいただくと、当金庫所

蔵作品がご覧いただけます。）

● 三巨匠についてより詳しくはコチラ

白瀧幾之助 和田三造 青山熊治


